
デ
ー
タ
で
見
る
大
学
院
の
現
状
と
課
題

日
量
的
拡
大
の
実
態

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
五
年
に
関
西
地
区
の
私
立
大
学
四
校

　
学
部
を
凌
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
が
国
最
初
の
新
制
大
学
院
が
設
置
さ
れ
て

　
大
学
院
の
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
四
十
六
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
大
学

院
を
置
く
大
学
の
数
は
九
十
六
倍
の
三
百
八
十
五
大
学
に
、
学
生
数

は
八
百
十
二
倍
の
十
五
万
三
千
四
百
二
十
三
人
へ
と
膨
れ
上
が
っ
た
。

同
じ
四
十
一
年
間
に
学
部
学
生
数
の
増
加
が
十
倍
強
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
大
学
院
の
拡
大
が
如
何
に
著
し
い
か
が
わ
か
る
。
も
っ

と
も
新
制
大
学
院
は
学
部
に
比
べ
て
そ
の
出
発
・
整
備
が
遅
れ
て
お

三
浦
真
琴

中
部
大
学
・
教
職
課
程

大学と教育　No．1696－3

り
、
当
初
は
旧
制
の
大
学
院
学
生
の
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
（
昭

和
二
十
五
年
度
時
点
で
は
新
制
大
学
院
の
二
八
・
四
倍
）
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
時
点
と
現
在
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
意
味
は
な
い
。

そ
こ
で
や
や
時
代
を
下
っ
て
昭
和
三
十
三
年
度
と
最
近
（
平
成
六
年

度
）
と
を
比
較
す
る
と
、
学
部
学
生
数
が
四
・
一
倍
の
増
加
で
あ
る

の
に
対
し
、
修
士
課
程
の
学
生
は
一
一
・
八
倍
、
博
士
課
程
で
は
六

・
七
倍
と
、
そ
れ
で
も
や
は
り
大
学
院
、
特
に
修
士
課
程
の
拡
大
が

学
部
の
拡
大
に
比
べ
て
急
激
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

拡
大
傾
向
は
特
に
最
近
著
し
く
、
こ
こ
十
年
間
の
拡
大
の
速
度
は
そ

れ
以
前
の
二
十
年
間
に
見
ら
れ
た
拡
大
を
上
回
る
も
の
で
あ
る
。
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学部 大学院

年度
（A） （B）

　　　　i
修士課程陣士課程 B／A（％）

昭和25 222，044 189
　　5

1891　　一 0．09

33 552，103 14，308

　　　3

8，41015，898 2．59

43 1，211，068 37，661

　　　2

23，950113，711

　　　1

3．11

53 1，769，331 53，267 36，164117，103

　　　i

3．01

63 1，861，306 82，476 56，596125，880
　　　1

4．43

平成5 2，209，028 122，360 86，891135，469
　　　｝

5．54

6 2，281，774 138，752 99，449139，303
　　　3

6．08

7 2，330，830 153，423 引　　　一
　1

6．58

比較年度

2
1

平成6／昭和33 4．13倍 9．70 11，831　6，66

↓

昭和50／40 1．84 1．70
　　1
2，001　1．28
　　1

60／50 1．05 1．44 1，431　1，45
　　｛

平成7／昭和60 1，34倍 2．20 （2，20）1（1，91）

　　　1

平成6／昭和59

資料＝学校基本調査報告書、及び同速報、ならびに文部省

　　　年報
　註＝修士・博士課程学生数の2時点比較の最下段は平成

　　　6年度と昭和59年度とを比べたもの。

表1　学生数の増加等に見る大学院の拡大状況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
み
う
ら
・
ま
こ
と
●
一
九
五
八
年
、
愛
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
生
ま
れ
●
専
攻
は
教
育
社
会
学
●
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
・
著
書
に
「
大
学
院
修
士
課
程
の
機
能
分

　
　
　
　
　
　
　
　
蔭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
教
育
社
会
学
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
』
第
四
八
集
、
平
成
三
年
）
↓
＝
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
仁
琴
寓
o
p
餌
β
α
O
仁
霞
Φ
暮
一
ω
ω
仁
Φ
ω
o
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
§
器
ω
含
。
巨
三
8
穿
（
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
著
、
　
『
大
学
論
集
』
第
二
一
集
、
平
成
四

年
）
↓
o
≦
巽
審
甚
①
9
旨
R
a
一
8
ヨ
営
磯
冒
》
ω
一
讐
9
区
轟
8
ω
o
げ
o
巳
ω
言

｝
8
き
”
（
『
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
八
巻
、
平
成
四
年
）

（
表
1
参
照
）

　
ま
た
学
部
学
生
に
対
す
る
大
学
院
学
生
の
比
率
も
、
当
初
は
○
・

一
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
も
の
が
、
昭
和
四
十
年
に
三
％
を
、
平
成

四
年
に
五
％
を
越
え
、
平
成
七
年
度
の
時
点
で
は
六
・
五
八
％
に
ま

で
達
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
大
学
院
は
高
等
教
育
機
関
の

　
突
出
し
た

　
　
　
　
　
　
中
で
も
特
異
な
ほ
ど
の
速
度
で
拡
大
を
経
験
し
て
き

　
工
学
分
野

　
　
　
　
　
　
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
大
学
院
が
一
様
に
拡
大
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
専
門
分
野
ご
と
の
差
異
や
設
置
者

に
よ
る
差
異
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
先
ず
専
門
分
野
別
に
大
学
院
　
　
　
　
　
　
　
　
況
輔

の
笑
状
況
を
概
観
す
る
（
表
2
）
．
平
　
　
　
灘

成
六
年
度
と
昭
和
三
十
三
年
度
の
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
拡
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
生

院
学
生
数
を
比
較
す
る
と
、
人
文
科
学
　
　
　
　
　
　
　
　
院
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
院

分
野
で
は
三
・
二
倍
、
社
会
科
学
で
は
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
大

四
・
四
倍
、
理
学
六
・
八
倍
、
農
学
一
　
　
　
　
　
　
　
　
見
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
度

三
・
三
倍
の
伸
び
で
あ
る
の
に
対
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
別
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
3

工
学
分
野
で
は
実
に
四
八
．
三
倍
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
粉
稲

増
加
し
て
い
る
。
修
士
課
程
に
限
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
軒
紹

こ
の
工
学
分
野
の
学
生
は
五
五
・
八
倍
　
　
　
叢

に
も
増
え
て
い
る
。
こ
の
他
、
家
政
、
　
　
　
　
　
　
　
　
2
邸

芸
術
の
分
野
で
は
特
に
大
学
院
学
生
数
　
　
　
　
　
　
　
　
表
呼

　　　l　　　　l　　　　l　　　　l
人文科学1社会科学i理学i工学i農　学
　　　I　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　l

大学院

修士

博士

　　l　　　　l　　　　l　　　　l
翫22i生37i色75i4亀25i1銑33倍
　　l　　　　l　　　　l　　　　l
2，7514．4219．06155．76116．57
　　1　　　　1　　　　1　　　　1
　　1　　　　1　　　　1　　　　1
4．9314，2014，27127．1519．26
　　1　　　　1　　　　1　　　　1
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の
伸
び
は
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
六
九
倍
、
一
四
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
伸
び
率
が
著
し
く
高
い
の
は
、
い
ず
れ
の
分
野

も
昭
和
三
十
三
年
度
時
点
で
は
大
学
院
教
育
が
十
分
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
修
士
課
程
の
学
生
が
十
数
名
し
か
在
籍
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
で
あ
る
。
そ
こ
で
工
学
分
野
の
拡
大
が
芸
術
、
家
政
の
各
分
野
に

比
べ
て
も
大
学
院
全
体
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
の
か
を
見
る
た
め
に
、
大
学
院
全
体
に
占
め
る
各
専
門
分
野
ご
と

の
在
籍
者
の
構
成
比
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
こ
と
に
す
る
（
表
3
）
。

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
課

％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
値
が

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
段
　
化

位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
下
　
変

単
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詰
比
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
成
　
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
構
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驕
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程
院
　
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
た
　
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
段
。
粉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
合
る
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
を
あ
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程
欝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
両
成
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
士
構
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
甥
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
修
院
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
が
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
段
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
上
程
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
　
表

年度
人文科学

M　D

社会科学鯉学i工学i農学
　　　　　　　l　　　　l　　　　l
M　　D　IM　　DIM　　DIM　　D

昭和33

　　　43

　　　53

　　　63

平成5

　　　6

　　28．2

37，614．9

　　16．2

18，711．7

　　15．5

15，315．8

　　11．3

10，513．0

　　9，7

9，011．4

　　9．4

8，711．0

　　　　　　　　l　　　　l　　　　l
23，5116．017．6　14，9

　　　　　　　　1　　　　1　　　　1
30，513．5114，318，619，54．814．65，3
　　　　　　　　1　　　　1　　　　1

15．5i12．4i28．4い・4
　　　　　　　　1　　　　1　　　　1
18，210，8111，813．3135．416，117，1．5．3

　　　　　　　　1　　　　1　　　　1

　　13，0　111，g　l33．7　17．3
　　　　　　　　1　　　　1　　　　1
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1

12，613，8110，015，8142．515．217，76，3
　　　　　　　　1　　　　1　　　　1

9．6i10・5i35・4i7・6
　　　　　　　　1　　　　1　　　　1
9，59，8110，310．9145．114．118，45．7

　　　　　　　　1　　　　1　　　　1

　　10．3　110，5　137．9　16．9
　　　　　　　　1　　　　1　　　　1
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1

10，98．8110．111．4145．718，816．77，3
　　　　　　　　1　　　　1　　　　i

　　10，6110，5137，916，7
　　　　　　　　1　　　　1　　　　1
　　　　　　　　1　　　　1　　　　1
11，48，5i10，211．3145．019，816。57．3

　
昭
和
三
十
三
年
度
に
お
い
て
は
人
文
科
学
分
野
の
構
成
比
が
二
八

％
と
最
も
高
く
、
工
学
分
野
は
七
・
六
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か

し
人
文
科
学
分
野
の
構
成
比
が
年
々
低
下
し
て
い
く
の
に
対
し
、
工

学
分
野
の
そ
れ
は
上
昇
し
、
平
成
六
年
度
で
は
大
学
院
学
生
の
三
八

％
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
修
士
課
程
に

お
い
て
著
し
く
、
昭
和
三
十
三
年
度
時
点
で
は
修
士
課
程
全
体
の
一

〇
％
に
満
た
な
か
っ
た
工
学
研
究
科
の
学
生
は
、
平
成
六
年
度
で
は

半
数
近
い
四
五
％
を
も
占
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
設
置

　
国
立
の
大
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
者
に
よ
っ
て
大
学
院
の
拡
大
状
況
が
異
な
る
と

　
中
心
の
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
表
4
に
国
立
大
学
、
私
立
大
学
に
在
籍
す
る
学
生
の
構
成
比
の
推

移
を
示
し
た
。
学
部
段
階
で
は
私
立
大
学
に
在
籍
す
る
学
生
が
、
全

学
部
学
生
の
ほ
ぽ
四
分
の
三
を
占
め
る
の
に
対
し
、
国
立
大
学
の
学

生
は
全
体
の
二
割
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
両
者
の
比
率
は

ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
三
年
度
に
対
す
る
平
成
六
年
度
の

学
生
数
は
、
国
立
大
学
の
学
部
に
お
い
て
一
・
八
○
倍
、
他
方
、
私

立
大
学
で
は
一
・
七
八
倍
と
、
両
者
と
も
ほ
ぽ
同
じ
伸
び
率
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
大
学
院
段
階
で
は
修
士
・
博
士
い
ず
れ
の
課
程
に

お
い
て
も
国
立
大
学
の
研
究
科
に
在
籍
す
る
学
生
の
方
が
、
私
立
大

学
の
研
究
科
の
学
生
よ
り
も
多
く
、
し
か
も
そ
の
構
成
比
は
大
き
く
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な
っ
て
き
て
い
る
。
昭
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

四
十
三
年
度
に
対
す
る
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

成
六
年
度
の
学
生
数
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
率

修
士
課
程
段
階
で
は
国
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の

大
学
大
学
院
に
お
い
て
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
生

・
五
一
倍
、
私
立
大
学
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
院

学
院
に
お
い
て
三
・
七
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
大

倍
、
博
士
課
程
で
は
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
び

ぞ
れ
三
二
七
倍
、
二
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
四
倍
と
、
い
ず
れ
も
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

立
大
学
の
方
が
学
生
数
の
伸
び
が
大
き
い
。

　
研
究
科
の
数
に
関
し
て
は
、
修
士
課
程
（
修
士
課
程
な
ら
び
に
博

士
課
程
前
期
二
年
の
課
程
）
で
は
国
立
百
七
十
一
、
私
立
百
五
十
六

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
他
方
、
博
士
課
程
（
博
士
課
程
後
期
三
年

の
課
程
な
ら
び
に
一
貫
制
博
士
課
程
）
で
は
国
立
二
百
三
十
に
対
し

て
私
立
三
百
八
十
七
と
、
圧
倒
的
に
私
立
の
方
が
多
い
。
し
か
し
大

学
院
学
生
数
は
い
ず
れ
の
課
程
で
も
国
立
の
方
が
私
立
よ
り
も
多
い
。

こ
れ
は
一
つ
に
は
国
立
の
大
学
院
の
方
が
入
学
定
員
の
枠
が
私
立
の

大
学
院
に
比
べ
て
大
き
い
た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
平
成
六
年
度
現

在
で
は
、
修
士
課
程
で
は
国
立
の
入
学
定
員
は
私
立
の
一
・
三
倍
、

博
士
課
程
で
は
同
様
に
一
・
六
倍
と
な
っ
て
い
る
（
表
5
）
。

年度
学部 大学院 修士課程 博士課程

国立1私立　　1国立1私立国立i私立国立i私立

昭和43

　　48

　　53

　　58

　　63

平成5

　　6

　　1
0．2110．75

　　2
0，1910．78

　　3
α1910．78

　　3
0．2210．76

　　1
0．2210．75

　　1
軌2110．76
　　：

α201軌74
　　量

　　1
0．5910．35

　　1
0．5710．38

　　1
0．5910．36

　　i
O．6110．34

　　2
0，6310．33

　　3
0．6410．32

　　1
0．64i軌32

　　1

　　1
0．5710．38

　　1
0．5引0．40

　　旨

0．60iO．37

　　：
0．6210．34

　　1
0．6310．33

　　3
0．6310．34

　　1
0．62iO．35

　　1

　　1
0．6210．29

　　1
0．6110．33

　　i
O．5910．35

　　旨
0．5910．36

　　3
0．6310．32

　　3
0．6810．27

　　3
0．6910．26

　　1

　
し
か
し
大
学
院
は
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
と
は
異
な
り
、
必
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
も
入
学
定
員
を
満
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

す
必
要
が
な
い
。
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

が
っ
て
定
員
の
枠
が
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士

き
く
て
も
　
大
学
院
側
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諺

が
志
願
者
へ
の
入
学
許
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
靴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
を
厳
し
く
制
限
す
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軒
阯

著
し
く
増
加
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
註

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
表
6
、
7
に
修
士
・
博
士
課
程
に
お
け
る
志
願
倍
率
、

定
員
充
足
率
の
推
移
を
国
立
・
私
立
の
別
に
示
し
た
。
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程

ば
大
学
院
の
学
生
数
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姻
帥
曜
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
、
程
課
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

研究科数 入学定員

年度 修士課程 博士課程 修士課程 博士課程

国立 秘 国立 私立 国立 穂 国立 私立

昭和43 143 181 97 146 8862 6243 4101 1903

48 175 246 101 188 11697 8596 4936 2632

53 133 80 127 254 14133 9857 5909 4074

58 154 89 144 285 16890 11165 6449 4517

63 162 97 175 307 17927 12257 7189 4723

平成5 171 154 218 366 21192 15890 8258 5251

6 171 156 230 387 23134 17341 8740 5432

表5　設置者別・課程別にみた研究

　　　科数ならびに入学定員の推移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
格
率
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
士
課
程
に

お
い
て
は
志
願
倍
率
は
国
立
の
方
が
常
に
私
立
よ
り
も
高
い
。
合
格

率
に
関
し
て
は
私
立
の
方
が
高
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
国

立
の
方
が
私
立
よ
り
も
や
や
高
い
。
し
た
が
っ
て
志
願
倍
率
と
合
格

率
と
の
積
で
表
わ
さ
れ
る
定
員
充
足
率
は
、
国
立
の
修
士
課
程
の
方

が
高
く
な
る
。
国
立
の
修
士
課
程
で
は
昭
和
六
十
三
年
度
に
、
入
学

者
が
ほ
ぼ
定
員
を
満
た
す
よ
う
に
な
り
、
平
成
六
年
度
に
い
た
っ
て

は
入
学
者
が
定
員
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
私
立

の
修
士
課
程
で
は
、
よ
う
や
く
平
成
六
年
度
に
な
っ
て
入
学
者
が
定
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員
を
わ
ず
か
ば
か
り
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る
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け
充

五
十
年
代
中
頃
ま
で
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私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
員

立
の
方
が
国
立
を
上
回
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
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程
・

て
い
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の
の
、
最
近
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
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は
国
立
が
私
立
よ
り
も
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
合

な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
格
率
に
関
し
て
は
常
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

国
立
の
方
が
私
立
よ
り
も
高
く
、
し
た
が
っ
て
博
士
課
程
に
お
け
る

定
員
充
足
率
も
国
立
の
方
が
私
立
よ
り
も
高
い
。
平
成
六
年
度
に
お

い
て
は
、
国
立
の
博
士
課
程
へ
の
入
学
者
が
入
学
定
員
を
満
た
す
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
私
立
で
は
入
学
者
は
定
員
の
ほ
ぼ
半

分
に
し
か
満
た
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
大
学
院
は
設
置
者
別
に
見
れ
ば
国
立
大
学

の
研
究
科
が
中
心
と
な
っ
て
多
く
の
学
生
を
集
め
、
専
門
分
野
別
に

は
工
学
分
野
が
多
数
の
学
生
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
拡
大
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

志願倍率 合格率 定員充足率

年度
国立私立 国立私立 国立私立

昭和43 1，551．07 0，480．56 0，750．60

48 2，061．45 0，340．44 0，710．64

53 1，781．26 0，400．43 0，710．55

58 1，421．14 0，540．52 0，770．59

63 1，661．29 0，580．55 0，970．77

平成5 2，231．68 0，580．55 1，300．93

6 2，351．86 0，570．54 1，341．01

目
量
的
拡
大
に
伴
う
大
学
院
の
変
化

志願倍率 合格率 定員充足率

年度
国立私立 国立私立 国立私立

昭和43 0，720．78 0，840．73 0，600．57

48 0，640．72 0，820．65 0，530．47

53 0，620．63 0，800．59 0，500．37

58 0，620．61 0，820．68 0，510．41

63 0，800．63 0，850．71 0，680．45

平成5 1，100．73 0，850．71 0，930．52

6 1，180．74 0，850．70 1，000．52

前D6U・0乙U・01U・。乙U・UOU・」1∪・強1

節630．800．630．850．710．680．45
で平成51100730．850．710．930．52
述　　　　●　●
べ61．180．740．850．701．000．52
た
よ資料：学校基本調査報告書・全国大学一覧

う　　註：図6、7の志願倍率＝志願者／入学定員、合格
ア　　　　率＝入学者／志願者
に　　　　定員充足率＝入学者／入学定員二志願倍率×合
　、
　　　　　格率

博士課程における志願倍率・

合格率・定員充足率

表7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
国
の
大
学
院
は

大
衆
化
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
工
学
分
野
が
リ
ー
ド
す
る
形
で
拡
大
し
て
き
た
。

　
理
工
系
大
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
そ
の
拡
大
は
特
に
修
士
課
程
に
お
い
て

著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
工
学
分
野
以
外
の
分
野
で
は
、
最
近
の
二

年
な
い
し
六
年
ほ
ど
の
間
に
従
来
よ
り
も
大
き
な
拡
大
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
工
学
分
野
に
お
け
る
拡
大
は
き
わ
め

て
早
く
か
ら
見
ら
れ
、
昭
和
三
十
八
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
研
究
科

の
新
設
ラ
ッ
シ
ュ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
修
士
課
程
に
お
け
る
志
願

倍
率
が
著
し
く
高
く
な
り
は
じ
め
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
年
に
は
、
合
格
率
も
高
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
定
員
充
足
率

は
五
年
前
の
昭
和
三
十
三
年
に
比
べ
て
四
十
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
高
く

一43一



昭和33 38 43 48 53 58 63 平成5 6

人
文

志願

合格

充足

0．93

0．59

0．55

0．81

0．62

0．50

1．30

0．51

0．67

1．79

0．37

0．66

1．58

0．35

0．56

1．48

0．39

0．58

1．51

0．40

0．61

1．78

0．42

0．74

1．98

0．40

0．80

社
△
五

志願

合格

充足

0．77

0．50

0．39

0．66

0．56

0．37

1．12

0．39

0．44

1．64

0．26

0．42

1．30

0．26

0．34

1．02

0．30

0．31

1．19

0．34

0．40

1．95

0．34

0．66

2．30

0．34

0．78

理
学

志願

合格

充足

1．03

0．62

0．64

1．48

0．61

0．91

2．41

0．35

0．85

3．80

0．19

0．74

2．68

0．26

0．70

1．85

0．40

0．74

1．87

0．49

0．91

2．31

0．53

1．23

2．25

0．54

1．22

工
学

志願

合格

充足

0．69

0．62

0．43

1．08

0．80

0．87

1．34

0．59

0．79

1．90

0．47

0．89

1．69

0．52

0．87

1．31

0．70

0．91

1．79

0．73

1．30

2．15

0．74

1．60

2．26

0．72

1．64

農
学

志願

合格

充足

0．78

0．56

0．44

0．98

0．59

0．54

0．90

0．59

0．53

1．07

0．47

0．50

1．10

0．47

0．51

0．98

0．70

0．69

0．87

0．67

0．58

1．70

0．69

1．17

1．78

0．69

1．23

そ
の
他

志願

合格

充足

一
一
一

一
一
一

一
一
一

1．50

0．50

0．75

1．48

0．53

0．79

1．41

0．60

0．85

1．79

0．63

1．13

1．98

0．61

1．20

2．13

0．56

1．19

な
っ
た
（
表
8
参
照
）
。

　
と
こ
ろ
で
大
学
院
の
入
学
政
策
は
大
学
院
修
了
後
の
雇
用
機
会
の

状
況
に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
学
院
修
了

者
の
主
た
る
採
用
市
場
が
、
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関

や
研
究
者
市
場
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
市
場
が
他
の

労
働
市
場
に
比
べ
て
き
わ
め
て
タ
イ
ト
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
学

院
は
学
生
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
博

士
課
程
の
定
員
は
修
士
課
程
の
ほ
ぼ
半
分
で
あ
る
が
、
修
士
課
程
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

資料：学校基本調査報告書、全国大学一覧

　註＝昭和43年度までは「その他Jに該当するのは理工学研究科のみ

　　ので省略した。

表8　主な専門分野別に見た修士課程における
　　　　志願倍率・合格率・定員充足率の推移

ら
博
士
課
程
へ
の
進
学
時
に
優
秀
な
学
生
を
厳
選
す
る
の
み
な
ら
ず
、

修
士
課
程
へ
の
入
学
段
階
に
お
い
て
も
、
か
な
り
厳
し
く
志
願
者
を

選
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
か
ら
工
学
系
の
修
士

課
程
で
は
、
合
格
率
を
高
く
す
る
な
ど
し
て
学
生
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
入
学
政
策
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
修
士
課
程
修
了
後

の
雇
用
機
会
が
高
等
教
育
機
関
の
教
員
・
研
究
者
市
場
以
外
に
も
保

障
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
新
制
大
学
院
発
足
以
来
、
昭
和
三
十
年
代
中
頃
迄
は
博
士
課
程
へ

の
進
学
率
は
、
理
学
で
は
七
割
強
、
農
学
で
も
ほ
ぼ
六
割
と
い
う
よ

う
に
、
自
然
科
学
系
の
分
野
で
は
博
士
課
程
へ
の
進
学
志
向
が
強
か

っ
た
。
工
学
分
野
も
同
様
で
、
最
初
の
学
生
急
増
期
に
当
た
る
昭
和

三
十
年
代
後
半
に
お
い
て
も
博
士
課
程
へ
の
進
学
率
は
ほ
ぼ
四
割
で
、

人
文
・
社
会
科
学
分
野
よ
り
も
高
い
進
学
率
を
示
し
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
頃
か
ら
専
門
的
技
術
者
と
し
て
職
を
得
る
修
士
課

程
修
了
者
が
博
士
課
程
へ
の
進
学
者
を
上
回
る
よ
う
に
な
る
。
ち
な

み
に
昭
和
三
十
八
年
度
の
工
学
分
野
の
修
士
課
程
卒
業
者
の
う
ち
、

ほ
ぼ
半
数
の
四
五
・
五
％
が
専
門
的
技
術
者
と
し
て
職
を
得
て
い
る
。

当
時
は
工
学
系
博
士
課
程
修
了
者
の
七
割
以
上
が
大
学
教
員
と
し
て

職
を
得
て
お
り
、
大
学
教
員
市
場
に
お
け
る
採
用
状
況
は
良
好
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
修
士
課
程
修
了
者
の
多
く
が
大
学
教
員
市
場
の

不
況
を
に
ら
ん
で
博
士
課
程
へ
の
進
学
を
断
念
し
、
専
門
的
技
術
者

一44一



へ
と
方
向
転
換
し
た
の
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
修
士
に
対
し
て
開

か
れ
た
雇
用
機
会
に
応
え
る
よ
う
に
し
て
民
間
企
業
等
へ
専
門
的
技

術
者
と
し
て
就
職
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
専
門
的
技
術
者
と
し
て

就
職
す
る
修
士
課
程
修
了
者
は
年
々
増
加
し
、
平
成
六
年
度
に
お
い

て
は
工
学
系
修
士
課
程
の
修
了
者
の
七
八
・
八
％
が
技
術
的
職
業
に

就
い
て
い
る
。
こ
れ
は
博
士
課
程
へ
の
進
学
者
（
九
・
六
％
）
の
八

倍
を
越
え
る
数
字
で
あ
る
。

　
博
士
課
程
に
関
し
て
も
課
程
修
了
後
に
専
門
的
技
術
者
と
し
て
就

職
す
る
者
の
比
率
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は

修
士
課
程
よ
り
は
遅
く
、
昭
和
五
十
年
代
中
頃
か
ら
見
ら
れ
る
。
昭

和
三
十
年
代
後
半
に
は
高
等
教
育
機
関
の
教
員
な
ら
び
に
科
学
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

者
と
し
て
職
を
得
る
者
が

博
士
課
程
修
了
者
の
八
割

を
占
め
、
専
門
的
技
術
職

に
就
く
も
の
は
二
割
に
も

満
た
ず
、
両
者
間
に
は
大

き
な
開
き
が
あ
っ
た
が
、

昭
和
五
十
四
年
度
に
こ
の

比
率
は
一
時
逆
転
し
、
以

後
両
者
の
比
率
は
か
な
り

接
近
し
て
い
る
（
図
1
、
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図1　工学系分野

　　　修士課程修了者の進路

一高等教育機関の教員＋科学研究者
　　　　＋進学者

一一一一一専門的技術者

2
参
照
）
。
新
制
大
学
院
は
研
究
能
力
あ
る
い
は
研
究
指
導
能
力
の
養

成
を
目
的
と
し
て
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
研
究
者
・
高
等
教
育
機
関

の
教
員
の
養
成
を
目
的
と
し
て
出
発
し
た
が
、
工
学
分
野
の
修
士
課

程
に
お
い
て
は
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
博
士
課
程
に
お
い
て
は

昭
和
五
十
年
代
後
半
よ
り
専
門
的
技
術
者
の
養
成
が
積
極
的
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
工
学
分
野
に
見
ら
れ
る
こ

の
よ
う
な
大
学
院
の
機
能
の
変
化
に
遅
れ
て
、
昭
和
四
十
九
年
「
大
学

院
設
置
基
準
」
に
お
い
て
よ
う
や
く
高
度
専
門
職
者
の
養
成
が
修
士

課
程
の
目
的
に
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
平
成
元
年
の
大
学
院
設
置
基
準

の
一
部
改
正
に
お
い
て
「
大
学
等
の
研
究
者
以
外
の
高
度
の
専
門
的

能
力
を
有
す
る
人
材
の
養
成
」
が
博
士
課
程
の
目
的
に
加
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

高
度
専
門
職
者

養
成
機
能
の

拡
大

体を課修
と全程士

し
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う

な
課
程
修
了
者
の
進
路
の

変
化
は
昭
和
四
十
年
代
に

始
ま
る
よ
う
に
見
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
工
学
分
野
の

傾
向
を
大
き
く
反
映
し
た

。ノ

〆
！
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図2　工学系分野

　　　博士課程修了者の進路

一高等教育機関の教員＋科学研究者
　　　　＋進学者

一一一一一専門的技術者
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も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
最
近
で
は
工
学
以
外
の
、
例
え
ば
理
学

や
農
学
な
ど
の
分
野
で
も
高
度
専
門
職
者
の
養
成
が
積
極
的
に
行
な

わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
農
学
に
関
し
て
は
昭
和
五
十
九
年
以
降
、
他

の
分
野
に
は
見
ら
れ
な
い
カ
ー
ブ
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
昭

和
五
十
七
年
の
獣
医
師
試
験
の
受
験
資
格
の
改
正
や
、
同
五
十
九
年

度
よ
り
獣
医
学
関
係
の
研
究
科
が
医
・
歯
学
な
み
に
六
年
制
課
程
と

な
っ
た
こ
と
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
人
文
・
社
会
科

学
の
領
域
で
は
修
士
課
程
修
了
後
に
専
門
的
技
術
職
に
就
く
も
の
は

き
わ
め
て
少
な
く
、
昭
和
三
十
八
年
度
以
降
、
四
％
か
ら
八
％
の
問

で
横
ば
い
状
態
に
あ
る
。

P一り
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図3　理学系分野

　　　修士課程修了者の進路

一高等教育機関の教員＋科学研究者
　　　　＋進学者

一一一一一専門的技術者
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こ
の
よ
う
に
理
工
系
を
中
心
と
し
た
自
然
科
学
分
野
の
大
学
院
修

士
課
程
は
専
門
的
技
術
者
養
成
の
機
能
を
も
っ
た
た
め
に
、
博
士
課

程
へ
の
進
学
動
機
を
も
た
な
い
多
数
の
学
生
が
入
学
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
も
っ
と
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
一
部
の
大
学
院
に
集
中
し
て

み
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
修
士
課
程
は
大
学
院
と
い
う
よ
り
も

学
部
の
延
長
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
よ
い
。

　
他
方
、
博
士
課
程
に
関
し
て
は
昭
和
五
十
八
年
度
以
降
、
課
程
修

了
後
に
専
門
的
技
術
職
に
就
く
も
の
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
博
士
課
程
に
お
い
て
は
医
・
歯
学
等
の
保
健
分
野
の
シ

ェ
ア
が
大
き
く
、
専
門
的
技
術
者
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
医
師
・

　S38　　　43　　　48　　　53　　　58　　　63　　H5

図4　農学系分野

　　　修士課程修了者の進路

一高等教育機関の教員＋科学研究者
　　　　＋進学者
一一一一一専門的技術者
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図5　人文・社会科学系分野
　　　修士課程修了者の進路

一高等教育機関の教員＋科学研究者
　　　　＋進学者

一一一一一専門的技術者
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歯
科
医
師
の
数
が
多
い
た
め
に
、
数
字
の
上
で
は
こ
の
よ
う
な
高
率

と
な
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
に
は
、
先
に
見
た
工
学
分
野
に
お
け
る
博

士
課
程
修
了
者
の
進
路
の
変
化
の
影
響
も
現
わ
れ
て
い
る
し
、
理
学

分
野
で
も
技
術
職
に
就
く
博
士
課
程
修
了
者
が
増
加
す
る
兆
し
が
見

ら
れ
る
。
他
方
、
修
士
課
程
の
場
合
と
同
様
に
、
人
文
・
社
会
科
学

の
分
野
で
は
技
術
職
に
就
く
博
士
課
程
修
了
者
は
き
わ
め
て
少
な
く
、

比
率
に
し
て
二
％
か
ら
三
％
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
修
士
課
程
の
場

合
と
同
様
に
、
博
士
課
程
に
お
い
て
も
自
然
科
学
分
野
と
人
文
・
社

会
科
学
分
野
と
で
は
大
学
院
の
機
能
に
関
す
る
変
化
の
様
相
が
異
な

る
の
で
あ
る
。
但
し
、
博
士
課
程
の
場
合
に
は
理
工
系
分
野
に
見
ら
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図6　博士課程修了者の進路

一高等教育機関の教員＋科学研究者
　　　　＋進学者

一一一一一専門的技術者
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れ
る
専
門
的
技
術
職
へ
の
従
事
者
の
増
加
を
単
な
る
大
学
院
の
機
能

　
の
変
化
と
し
て
ば
か
り
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
若
く
優

　
秀
な
頭
脳
が
大
学
に
お
け
る
実
験
施
設
等
の
更
新
の
遅
れ
か
ら
民
問

　
企
業
等
の
研
究
部
門
へ
流
出
し
て
い
る
と
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
主
に
大
学
院
の
機
能
の
変
化
に
照

　
　
社
会
の
変
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
を
合
わ
せ
て
み
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
に

　
　
対
応
す
る
大
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
様
々
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
文

　
部
省
の
学
科
系
統
分
類
に
よ
れ
ば
「
そ
の
他
」
と
さ
れ
る
分
野
の
拡

　
大
で
あ
る
。
昭
和
四
十
九
年
度
ま
で
は
現
在
の
分
類
に
し
た
が
え
ば
、

　
「
そ
の
他
」
の
領
域
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の
は
理
工
学
研
究
科
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
　
「
そ
の
他
」
の
領
域
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
は
、
研
究
科
の
数
・
種
類
と
も
に
増
加
し
、

　
　
　
　
賭
　
　
　
平
成
六
年
度
で
は
、
修
士
課
程
に
お
い
て
三
十
三

珊
鵠
難
七
＋
二
研
究
科
博
士
課
程
に
お
い
て
は

　
系
の
＋
　
　
　
二
十
二
種
類
四
十
一
研
究
科
を
数
え
る
ま
で
に
な

霧
纐
　
っ
て
い
る
．
研
究
科
の
数
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ

　H　H60　S38　　　45　　　50

図7　人文・社会1
　　　博士課程修’

　　　高等教育機関の

　　　　＋進学者

一一…一専門的技術者

の
「
そ
の
他
」
の
分
野
は
修
士
・
博
士
両
課
程
と

も
に
い
ま
や
理
学
・
農
学
分
野
を
越
え
る
。
ま
た

そ
の
種
類
も
他
の
分
野
に
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
多

彩
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
の
人
気
も
高
く
、

平
成
六
年
度
に
お
い
て
は
修
士
課
程
で
定
員
の
二
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・
一
倍
、
国
立
の
研
究
科
に
限
れ
ば
三
倍
も
の
志
願
者
が
あ
っ
た
。

他
方
、
博
士
課
程
に
お
い
て
も
定
員
の
一
・
一
倍
、
国
立
の
研
究
科

に
限
れ
ば
一
・
六
倍
の
志
願
者
を
集
め
た
。
定
員
充
足
率
は
修
士
課

程
で
一
一
九
％
、
博
士
課
程
で
八
九
％
と
か
な
り
の
高
率
で
、
国
立

大
学
の
研
究
科
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
三
〇
％
、
一
二
一
％
と
さ

ら
に
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
「
そ
の
他
」
の
分
野
に
は
、
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
理
学

・
工
学
・
農
学
・
保
健
・
商
船
・
家
政
・
教
育
・
芸
術
の
い
ず
れ
の

分
野
に
も
入
ら
な
い
新
し
い
学
問
領
域
や
、
上
記
の
複
数
の
分
野
に

ま
た
が
る
学
際
的
な
学
問
領
域
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
複
数
の
分
野

に
ま
た
が
る
も
の
と
し
て
は
人
文
社
会
科
学
研
究
科
（
岩
手
大
学
・

平
成
二
年
、
三
重
大
学
・
平
成
四
年
）
が
あ
る
。
他
方
、
自
然
科
学

系
の
大
学
院
は
、
か
な
り
早
い
時
期
に
こ
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
神
戸
（
昭
和
五
十
六
年
）
、
新
潟
・
岡
山
・
金
沢
（
同
六
十
二

年
）
、
千
葉
・
熊
本
（
同
六
十
三
年
）
の
各
大
学
で
は
、
理
学
・
工
学

・
農
学
、
あ
る
い
は
薬
学
の
各
分
野
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
専
攻
を
振
り

替
え
る
形
で
、
複
数
の
分
野
に
跨
る
自
然
科
学
研
究
科
が
作
ら
れ
た
。

　
こ
の
他
、
必
ず
し
も
「
そ
の
他
」
の
領
域
に
含
ま
れ
る
と
は
限
ら

な
い
が
、
最
近
に
な
っ
て
新
設
さ
れ
た
研
究
科
に
は
「
国
際
」
　
「
情

報
」
あ
る
い
は
「
環
境
」
　
「
文
化
」
関
係
の
も
の
が
一
際
多
い
。

　
例
え
ば
「
国
際
」
に
関
す
る
も
の
で
は
、
国
際
学
（
明
治
学
院
大

学
・
平
成
二
年
、
桜
美
林
大
学
・
平
成
五
年
、
大
阪
学
院
大
学
・
平

成
六
年
）
、
国
際
開
発
（
名
古
屋
大
学
・
平
成
三
年
、
横
浜
国
立
大
学

・
平
成
六
年
）
、
国
際
協
力
（
神
戸
大
学
・
平
成
四
年
、
杏
林
大
学
・

平
成
五
年
）
、
国
際
文
化
（
東
北
大
学
・
平
成
五
年
、
横
浜
市
立
大
学

・
平
成
五
年
）
な
ど
の
研
究
科
が
、
次
々
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
社
会
科
学
の
分
野
に
お
い
て
も
「
国
際
」
と
い
う
名
称
を
冠
す
る

研
究
科
が
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
国
際
政
治
経
済
（
筑
波
大
学
・

平
成
四
年
、
八
千
代
国
際
大
学
・
平
成
五
年
）
、
国
際
経
済
法
学
（
横

浜
国
立
大
学
・
平
成
二
年
）
、
国
際
公
共
政
策
（
大
阪
大
学
・
平
成
六

年
）
な
ど
で
あ
る
。

　
「
情
報
」
に
関
す
る
も
の
で
は
、
情
報
科
学
（
北
陸
先
端
科
学
技

術
大
学
院
大
学
・
平
成
二
年
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
・

平
成
三
年
、
東
北
大
学
・
平
成
五
年
、
中
京
大
学
・
平
成
六
年
）
、
人

間
情
報
学
（
名
古
屋
大
学
・
平
成
四
年
、
東
北
学
院
大
学
・
平
成
六

年
）
、
情
報
理
工
学
（
東
京
工
業
大
学
・
平
成
六
年
）
な
ど
の
研
究
科

の
他
、
　
「
国
際
」
の
場
合
と
同
様
、
経
営
情
報
学
（
名
古
屋
商
科
大

学
・
平
成
二
年
、
東
京
情
報
大
学
、
産
能
大
学
・
平
成
四
年
、
多
摩

大
学
、
大
阪
国
際
大
学
・
平
成
五
年
、
広
島
県
立
大
学
・
平
成
六

年
）
、
経
済
情
報
（
姫
路
濁
協
大
学
・
平
成
五
年
）
の
よ
う
に
、
社
会

科
学
分
野
に
お
い
て
も
情
報
を
専
門
的
に
扱
う
研
究
科
が
登
場
し
て

い
る
。
工
学
分
野
に
も
同
様
の
動
き
が
み
ら
れ
、
情
報
工
学
（
九
州
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工
業
大
学
・
平
成
三
年
）
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
（
電
気
通
信
大
学
・
平

成
四
年
）
、
情
報
学
（
帝
京
技
術
科
学
大
学
・
平
成
四
年
）
な
ど
の
研

究
科
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

　
「
環
境
」
に
関
す
る
も
の
で
は
、
人
間
環
境
学
（
京
都
大
学
・
平

成
三
年
）
、
社
会
環
境
科
学
（
金
沢
大
学
・
平
成
五
年
）
、
地
球
環
境
科

学
（
北
海
道
大
学
・
平
成
五
年
）
、
人
間
・
自
然
環
境
（
徳
島
大
学
・

平
成
六
年
）
、
環
境
保
健
学
（
麻
布
大
学
・
平
成
六
年
）
な
ど
の
研
究

科
が
新
た
に
作
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
大
学
院
に
は
、
学
際
的
な
動
向
を
反
映
し

た
研
究
科
や
、
高
度
情
報
化
社
会
、
国
際
化
社
会
、
あ
る
い
は
環
境

問
題
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
な
ど
の
動
き
に
応
え
る
よ
う
な
研
究
科
が

続
々
と
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
従
来
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ほ
か
目
を
引
く
変
化
と
し
て
は
、
有

　
新
し
い
顧
客
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
、

　
受
け
入
れ
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
間
大
学
院
や
昼
夜
開
講
制
の
大
学
院
が

多
数
登
場
し
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
平
成
六
年
度
時
点
で
は
、

専
ら
夜
問
に
お
い
て
教
育
を
行
な
う
修
士
課
程
の
研
究
科
は
十
四

（
国
立
大
学
・
三
、
私
立
大
学
・
十
一
）
設
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、

昼
夜
開
講
制
を
行
な
っ
て
い
る
研
究
科
は
九
十
二
大
学
に
お
い
て
百

四
十
九
開
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
国
立
大
学
六
十
校
百
八
研

究
科
、
公
立
大
学
四
校
四
研
究
科
、
私
立
大
学
二
十
八
校
三
十
七
研

究
科
で
あ
る
。
平
成
四
年
に
お
い
て
は
、
専
ら
夜
間
に
お
い
て
教
育

を
行
な
う
大
学
院
は
四
大
学
六
研
究
科
、
昼
夜
開
講
制
を
行
な
う
大

学
院
は
五
十
八
大
学
七
十
五
研
究
科
で
あ
っ
た
か
ら
、
社
会
人
の
受

け
入
れ
を
主
眼
と
す
る
研
究
科
が
い
か
に
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
か

が
わ
か
る
。
最
近
で
は
企
業
や
官
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
る
社
会
人
の
み

な
ら
ず
、
個
人
の
自
己
啓
発
や
職
業
上
の
知
識
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と

い
っ
た
動
機
を
も
っ
て
大
学
院
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
成
人
も
増
え

て
き
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
夜
間
大
学
院
の
う
ち
、
筑
波
大
学
大
学
院
の
経
営
・
政

策
科
学
研
究
科
に
お
い
て
は
、
平
成
五
年
度
時
点
で
、
経
営
シ
ス
テ

ム
科
学
専
攻
（
平
成
元
年
度
開
講
、
定
員
三
十
名
）
に
は
九
倍
（
二

百
七
十
一
名
）
も
の
志
願
者
が
、
企
業
法
学
専
攻
（
二
年
度
開
講
、

定
員
三
十
名
）
に
も
五
倍
以
上
（
百
六
十
二
名
）
の
志
願
者
が
あ
っ

た
。
青
山
学
院
大
学
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
（
二
年
度
開
講
、
定

員
七
十
名
）
で
は
三
・
七
倍
の
志
願
者
が
大
学
院
を
受
験
し
た
。
こ

の
他
、
法
政
大
学
大
学
院
の
人
文
科
学
研
究
科
で
は
、
地
理
学
専
攻

・
日
本
史
学
専
攻
（
い
ず
れ
も
元
年
度
開
講
、
定
員
七
名
）
に
そ
れ

ぞ
れ
四
倍
（
二
十
九
名
）
、
三
倍
（
二
十
一
名
）
の
志
願
者
が
、
東
洋

英
和
女
学
院
大
学
人
問
科
学
研
究
科
（
五
年
度
開
講
、
定
員
二
十
五

名
）
で
も
三
倍
以
上
の
志
願
者
（
八
十
一
名
）
が
あ
っ
た
。
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夜
間
大
学
院
や
昼
夜
開
講
制
の
大
学
院
の
増
加
は
、
こ
の
よ
う
に

高
ま
り
つ
つ
あ
る
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
対
す
る
需
要
に
応

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

目
大
学
院
教
育
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
大

　
研
究
後
継
者
養
成
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
院
は
、
特
に
最
近
に
な
っ
て
量
的
な
拡

職
業
人
養
成
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
と
と
も
に
大
き
な
変
化
を
経
験
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
大
学
院
の
量
的
拡

大
は
大
衆
化
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
に
は
か
つ
て
の
よ
う
に

学
問
の
道
を
ひ
た
す
ら
目
指
す
学
生
ば
か
り
が
在
籍
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
民
問
企
業
等
へ
の
就
職
の
準
備
を
す
る
学
生
も
い
れ
ば
、

企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
社
会
人
も
い
る
し
、
あ
る
い
は
税
理
士
等
の

資
格
の
取
得
を
目
指
す
学
生
も
い
る
。
つ
ま
り
新
し
い
顧
客
層
が
い

く
つ
も
生
ま
れ
、
大
学
院
学
生
が
多
様
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
大
学
院
が
提
供
す
る
教
育
サ
ー
ビ
ス
も
、
こ
の
顧
客
に
あ

わ
せ
る
よ
う
に
多
様
化
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
大

学
院
は
研
究
者
・
大
学
教
員
養
成
機
関
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
職

業
準
備
の
た
め
、
あ
る
い
は
知
的
好
奇
心
に
応
え
る
た
め
、
と
い
う

よ
う
に
、
教
育
機
関
と
し
て
の
側
面
の
充
実
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
専
門
的
技
術
職

を
目
指
す
学
生
が
多
数
在
籍
し
て
い
る
工
学
系
修
士
課
程
で
は
、
研

究
者
・
大
学
教
員
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
を
行
な
っ
て
い
て
は
、

多
く
の
学
生
の
二
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
技
術
教

育
に
傾
斜
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
目
指
す

学
生
に
は
不
十
分
な
教
育
し
か
与
え
ら
れ
な
く
な
る
。
現
に
学
者
へ

の
道
を
目
指
す
者
に
と
っ
て
は
好
ま
し
く
な
い
環
境
に
あ
る
と
憂
え

る
声
が
よ
く
聞
か
れ
る
。
先
に
工
学
系
分
野
に
お
け
る
博
士
課
程
の

充
足
率
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は
主
に
留

学
生
の
圧
倒
的
な
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年
度
時

点
で
工
学
系
博
士
課
程
に
在
籍
す
る
留
学
生
の
比
率
は
四
・
四
％
に

過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
平
成
四
年
度
で
は
三
二
・
六
％
と
、
ま
さ
に
飛

躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
研
究
者
に
な
る
べ
く
大
学
院
に
進

学
し
て
き
た
日
本
人
学
生
ま
で
も
、
研
究
者
養
成
の
場
と
し
て
は
好

ま
し
く
な
い
環
境
の
中
で
進
路
を
変
更
し
、
修
士
の
段
階
か
ら
民
間

企
業
に
職
を
見
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
に
か
わ
っ
て
多
数
の
留

学
生
が
博
士
課
程
に
進
学
す
る
と
い
う
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
相
対
的
に
減
少
し
て
い
る
日
本
人
の
博
士
課
程
学
生
の

中
に
も
、
修
士
課
程
学
生
と
同
様
に
、
研
究
者
志
向
で
あ
り
な
が
ら
、

大
学
に
は
残
ら
ず
、
民
間
企
業
へ
と
就
職
す
る
者
が
増
え
て
い
る
。

そ
れ
は
学
生
人
口
の
減
少
に
と
も
な
っ
て
大
学
教
員
ポ
ス
ト
が
先
細
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り
に
な
る
と
に
ら
ん
で
の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
大
学
が
研
究
環
境

と
し
て
は
劣
悪
で
あ
る
こ
と
、
博
士
課
程
の
雰
囲
気
が
必
ず
し
も
開

放
的
で
は
な
く
、
ま
た
学
費
・
生
活
費
の
保
障
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
、
企
業
に
就
職
し
て
も
論
文
博
士
を
取
得
す
る
道
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な
要
因
が
複
合
的
に
関
わ
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
大
学
に
お
け
る
研
究
後
継
者
養
成
の
問
題
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
方
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
分
野
で
は
、

　
新
た
な
雇
用
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
士
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
を

　
開
拓
の
必
要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
つ
よ
う
な
市
場
が
十
分
に
は
開
拓
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
ら
の
分
野
で
は
一
部
に
は
法
学
修
士
・
商
学
修
士
を

取
得
し
て
税
理
士
を
目
指
す
学
生
も
い
る
が
、
大
学
院
修
了
者
を
雇

用
す
る
市
場
は
十
分
に
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近
、

こ
れ
ら
の
分
野
で
も
修
士
課
程
の
学
生
数
は
増
加
し
て
お
り
、
定
員

充
足
率
は
人
文
科
学
で
は
八
○
％
、
社
会
科
学
で
も
七
八
％
と
か
な

り
の
高
率
に
な
っ
て
い
る
。
一
体
、
彼
ら
の
課
程
修
了
後
の
進
路
は

ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
社
会
科
学
分
野
の
修
士
課
程
修
了
者
の
中
で
最
も
大
き
い
比
率
を

占
め
る
の
が
事
務
職
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
六
年
度
時
点

で
は
事
務
職
に
就
い
た
も
の
は
全
修
了
者
の
二
四
・
五
％
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
修
士
と
い
う
学
歴
を
必
要
と
す
る
職
種
と
は

決
し
て
い
え
な
い
し
、
賃
金
面
に
お
い
て
も
学
士
以
上
の
待
遇
は
受

け
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
最
近
と
み
に
増
え
て
き
た
社
会
人

大
学
院
生
に
し
て
も
、
社
会
人
と
し
て
大
学
院
に
学
ん
だ
こ
と
は
、

会
社
を
見
直
す
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
修
士
課
程
修

了
後
に
転
職
し
た
者
が
多
い
（
A
E
R
A
　
一
九
九
三
年
四
月
二
十

七
日
号
）
と
い
う
よ
う
に
、
必
ず
し
も
大
学
院
教
育
を
受
け
た
こ
と

は
評
価
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
こ
の
分
野
に
お
け

る
大
学
院
教
育
の
難
し
さ
を
現
わ
し
て
い
る
。
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
修
士
課
程
修
了
者
の
雇
用
市
場
を
開
拓

す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
は
急
務
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
学
士
よ
り
も
修
士
の
方
が
優
秀
で
あ
る
と
社
会
に
認
め
ら
れ

る
よ
う
な
卒
業
生
を
送
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
う
い
う

人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
と
は
い
え
、
仮
に
そ
う
な
っ
た
場
合
に
も
、
工
学
系
分
野
の
修

士
課
程
と
同
様
に
、
進
学
志
向
の
学
生
と
就
職
希
望
の
学
生
が
共
存

す
る
場
に
お
い
て
の
教
育
の
難
し
さ
と
い
う
問
題
が
現
わ
れ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
大
学
院
教
育
は
、
量
的
拡
大
に
伴

　
何
よ
り
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
多
様
な
層
の
学
生
が
在
籍
す
る
よ
う
に
な

　
環
境
の
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
た
め
に
、
新
た
な
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
者
へ
の
志
向
を
も
た
な
い
学
生
層

が
増
大
し
つ
つ
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ひ
と
え
に
研
究
者
養
成
か
ら
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専
門
職
者
養
成
へ
と
教
育
の
ウ
ェ
イ
ト
を
シ
フ
ト
さ
せ
れ
ば
よ
い
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
ま
ず
従
来
型

の
院
生
へ
の
教
育
の
実
態
を
見
直
す
こ
と
で
あ
る
。

　
平
成
五
年
度
に
実
施
さ
れ
た
大
学
院
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
『
大
学
院
に
お
け
る
研
究
者
養
成
に
関
す
る
調
査
』
、
平
成
四
～
五
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
、
総
合
研
究
（
A
）
、
研
究
代
表
者
　
潮
木
守

一
）
に
よ
れ
ば
、
現
行
の
大
学
院
教
育
に
対
す
る
学
生
た
ち
の
不
満

が
い
か
に
大
き
い
か
が
わ
か
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。
修
士

課
程
二
年
次
学
生
（
回
答
者
千
九
百
四
十
五
名
）
の
う
ち
、
研
究
設

備
・
資
料
が
不
十
分
で
あ
る
と
す
る
者
が
六
五
％
、
研
究
室
・
実
験

室
が
狭
す
ぎ
る
と
す
る
者
が
六
三
二
％
、
関
連
分
野
の
教
育
が
不

徹
底
で
あ
る
と
す
る
者
が
五
五
・
三
％
、
専
門
分
野
の
基
礎
教
育
に

不
満
あ
り
と
す
る
者
四
四
・
八
％
と
、
多
く
の
設
問
に
お
い
て
不
満

を
表
明
す
る
学
生
の
比
率
が
か
な
り
高
い
。
他
方
、
博
士
課
程
一
年

次
学
生
（
回
答
者
五
百
十
五
名
）
で
は
、
上
記
と
同
様
に
六
〇
・
七

％
、
六
八
・
三
％
、
五
五
・
九
％
、
四
七
・
八
％
と
、
や
は
り
不
満

の
声
が
大
き
い
。
ま
た
自
由
記
述
回
答
の
中
に
も
教
育
に
不
熱
心
な

教
師
に
対
す
る
不
満
、
進
学
目
的
が
異
な
る
学
生
が
混
在
し
て
い
る

こ
と
へ
の
不
満
が
目
だ
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
量
的
拡
大
の
影
に
隠

れ
て
、
大
学
院
教
育
の
質
的
な
充
実
が
か
な
り
立
ち
遅
れ
て
い
る
状

況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
大
学
院
関
係
者
は
、
こ
の
事
実
を
重
大
に
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
質
的
充
実
と
は
大
学
院
が
多
数
の
優
秀
な
研
究
者
を
養
成

し
、
有
能
な
高
度
専
門
職
者
を
育
成
し
、
社
会
に
送
り
だ
し
て
こ
そ

は
じ
め
て
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
選
抜
方
法
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
多
様
化
し
た
り
、
柔
軟
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
。

　
か
つ
て
工
学
分
野
の
学
部
が
増
設
さ
れ
、
多
数
の
工
学
部
出
身
者

が
技
術
教
育
を
受
け
た
者
と
し
て
企
業
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
時
期
が

あ
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
実
践
に
は
さ
し
て

活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
大
学
で
は
い
っ
た
い
何
を
教
え
て
い
る

の
か
と
の
批
判
が
あ
っ
た
。
あ
た
か
も
学
部
の
延
長
で
あ
る
か
の
よ

う
に
多
数
の
学
生
が
修
士
課
程
に
進
学
す
る
現
在
、
同
様
の
批
判
が

い
ず
れ
工
学
系
修
士
課
程
に
対
し
て
向
け
ら
れ
な
い
と
、
断
じ
る
こ

と
が
は
た
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
現
に
一
部
の
民
間
企
業
で
は
研

究
部
門
の
後
継
者
は
、
も
は
や
大
学
院
に
期
待
せ
ず
、
自
前
で
育
て

よ
う
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　
新
し
い
動
向
に
目
を
配
っ
た
研
究
科
を
設
置
し
た
り
、
あ
る
い
は

新
し
い
顧
客
層
を
獲
得
す
る
た
め
の
新
機
軸
を
打
ち
出
す
こ
と
も
確

か
に
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
実
際
に
教
育
を
行
な
う
場
と
し
て

大
学
院
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。
大
学

院
は
量
的
拡
大
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
優
秀
な
学
生
を
ひ
き
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
魅
力
を
高
め
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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